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ユーザーを参加させるテクノロジーが重要

今月の特集では、「Web 2.0」に着目した。Web 2.0の要求仕様を見ていくと、ある１つの要素が大きな

影響を与えていることに気付く。Web 2.0が期待するキーワードのうち、「会話」、「ユーザー体験」、「信

頼」、「集団的知性」「P2P」などは、いずれもユーザーが参加することによって可能になるものだ。

本来的に双方向性を持っているインターネットなのだから、ユーザーが何らかの形で参加するのは自然

の成り行きではある。だがこれまでは、コンテンツを作り出す能力が企業に集中していたのと、ISPやポー

タルを中核にネットコンテンツが育ってきた背景から、一方向での受信（下り）が重視されてきたと思う。し

かしやっと、ブロードバンド環境が整い、ブログも登場し、これからユーザー参加型コンテンツのさらなる

増進が期待される。さらにいえば、インターネットのコミュニティが創り出す「場」が、コンテンツの生成プロ

セスを担っていくことだろう。

ところで、昨今、マスコミを賑わしている日本の有力ネット企業の戦略に不安を覚えることがある。米国

ではテクノロジーを重視しており、ソフトウェア開発への投資が再度活性化している。一方、日本では、球

団やテレビ局など既存企業への投資が先行しているように見える。インターネットの進展はまだ止まってお

らず、まさに今、新しい領域へ進化しようとしているように思える。この革新の原動力はあくまで技術だっ

たはずである。技術のアドバンテージがなければ、長続きする発展はむずかしいだろう。

20年くらい前、日本でも多くのソフトウェアハウスが起業し、一世を風靡したことがあった。しかし、今は

マイクロソフトがほとんどのシェアを占め、「ソフトウェアハウス」という言葉を聞かなくなってしまった。ネッ

トで同じ道をたどらないようにしたいものだ。
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